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ＥＰＬＯ 固定信号発生モジュール 

ユーザースマニュアル 

 

 

 

履歴  2010 年 1 月 1 日 REV1.0 初版 

            2010 年 1 月 28 日   REV1.1 

 (誤記 P5.(6)LED )    

                                アンロック＝消灯 → アンロック＝点滅 

    2010 年 2 月 25 日 REV1.2  

(訂正 P3.消費電流) 

 50mA～250mA 以下 → 50mA～350mA 以下 

 

（訂正 P4.外部クロック入力） 

※+6dBm 以上の方形波が望ましい。レベルが低かったり 

正弦波入力だと位相雑音が悪くなります。 

           ↓ 

※方形波であれば 0.6Vp-p 以上（50Ω終端）、正弦波であれば 

+6dBm 以上（50Ω終端）が望ましい。レベルが低かったり正弦波 

入力だと位相雑音が悪くなります。 

 

2010 年 4 月 12 日 REV1.3 

（追記） 

P4. 外形寸法図中 J1, J2 にピン番号追加 

P5. 各部説明 (1)J1 のピン機能追加  

 

2010 年 12 月 27 日 REV1.４  

(訂正 P3.消費電流) 

 50mA～350mA 以下 → 50mA～180mA（標準品） 

          300mA 以下（高出力レベルオプション時） 

 

（株）ディエステクノロジー 

   〒351-0036 埼玉県朝霞市北原２－９－１０ 

   TEL：048-470-7030   FAX ：048-470-7022 

   WEB http://www.dst.co.jp/ 

   お問合せ先 info@dst.co.jp 
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１． 機能概要 

EPLO は PLL シンセザイザーによリ固定周波数のサイン波を出力する信号発生モジュールです。 

出力オプションにより LVDS／CMOS／サイン波 90 度位相差２出力の対応が可能です。 

10MHz～4400MHz の周波数範囲まで信号を発生させることが可能です。 

出力レベルは標準で+10dBm ですが出力レベル・オプションで-10～+10dBm、高出力レベル・オプ

ションで+10～+20dBm とあらゆるモジュール／機器の入力レベルに合わせられます。 

小型モジュールタイプで、電源は+5V 単一電源ですので使い勝手が大変良くなっており電源を入

れるだけで使用できるので組み込み用信号源としてなど幅広くご利用いただけます。 

基準信号は内蔵 TCXO のほか外部から入力することも出来ますので高精度化を実現できます。 

周波数の設定等は一切ありません。 

※オプションには一部周波数による制限があります 

 

２． 電気的仕様 

出力波形    正弦波（標準） 

出力インピーダンス   ５０Ω 

出力周波数範囲   １０Ｍ～４４００ＭＨｚ 

出力レベル    ＋１０ｄＢｍ±２ｄＢ（標準） 

スプリアスレベル   －６０ｄＢｃ 

高調波スプリアス   －３０ｄＢｃ 

内部クロック周波数精度  ±２．５ｐｐｍ（１０ＭＨｚ） 

動作温度範囲   ０～＋５０℃ 

消費電流    ＋５Ｖ±５％、５０ｍＡ～１８０ｍＡ（標準品） 

     ３００ｍＡ以下（ 高出力レベルオプション時） 

外形寸法    ５０ｘ１３ｘ７５（ｍｍ） 

３．オプション仕様 

3-1.出力オプション：  ５Ｖ－ＴＴＬ(10M～200M)／３．３Ｖ－ＴＴＬ(10M～200M) 

／ＬＶＤＳ(10M～1500M) 

     

正弦波２出力（９０度） 

    ２２０Ｍ～４７０ＭＨｚ（QCN-3+、位相誤差 MAX8 度） 

    ３３０Ｍ～５８０ＭＨｚ（QCN-5+、位相誤差 MAX8 度） 

    ４２５Ｍ～６７５ＭＨｚ（QCN-7+、位相誤差 MAX8 度） 

    ４５０Ｍ～７５０ＭＨｚ（QCN-8+、位相誤差 MAX8 度） 

    ８００Ｍ～１２５０ＭＨｚ（QCN-12A+、位相誤差 MAX5 度） 

    １１００Ｍ～１９２５ＭＨｚ（QCN-19+、位相誤差 MAX4 度） 

    １３５０Ｍ～２４５０ＭＨｚ（QCN-25+、位相誤差 MAX5 度） 

    １７００Ｍ～２７００ＭＨｚ（QCN-27+、位相誤差 MAX6 度） 

    ２５００Ｍ～３４００ＭＨｚ（QCN-34+、位相誤差 MAX4 度） 

    ２５００Ｍ～４４００ＭＨｚ（QCN-45+、位相誤差 MAX6 度） 

    ※１０Ｍ～２２０ＭＨｚ、７５０Ｍ～８００ＭＨｚは非対応 
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3-2.出力レベル：  －１０ｄＢｍ～＞＋１０ｄＢｍ 

3-3.高出力レベル：  ＜＋１０ｄＢｍ～＋２０ｄＢｍ 

    ３５００Ｍ以上は最大＋１７ｄＢｍまで 

3-4.外部クロック入力：  １０Ｍ～１００ＭＨｚ 

    +０Ｂｍ～+１０ｄＢｍ 

※方形波であれば 0.6Vp-p 以上（50Ω終端）、正弦波であ

れば+6dBm 以上（50Ω終端）が望ましい。レベルが低かっ

たり正弦波入力だと位相雑音が悪くなります。 

 

3-5.外部クロック入力インピーダンス： ハイ・インピーダンス（標準）／５０Ωへ変更可能 

 

 

３． 外形寸法図 
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５．各部説明 

 

（１）Ｊ１：２．５４ｍｍピッチ ２ピンコネクター 

 必要であればユーザー側で電源供給用として取り付けて使用します 

※Ｊ２の１０ピンヘッダーから電源を供給しない場合に使用します。コネクターは、実装し

ておりません。 

・ピン機能 

 １：電源＋５Ｖ 

 ２：電源ＧＮＤ 

     

（２）Ｊ２：１０ピンヘッダー（メーカー：JAE／型番：PS-10PE-D4T1-PN1 同等品） 

 ・ピン機能 

 １：電源＋５Ｖ     ２：予約（製造用） 

 ３：電源＋５Ｖ     ４：予約（製造用） 

 ５：ＰＬＬアンロック信号    ６：予約（製造用） 

   ＨＩレベル(+3.3V)＝アンロック 

 ７：電源ＧＮＤ    ８：予約（製造用） 

 ９：電源ＧＮＤ   １０：予約（製造用） 

 

 ※予約（製造用）には何も接続しないで下さい 

  最悪の場合にはモジュールが破壊されます 

 

（３）Ｊ３：ＳＭＡ－Ｌタイプ（型番：SMA-LR-PC 同等品） 

 外部ＲＥＦ入力（オプション） 

 

（４）Ｊ４：ＳＭＡ－Ｌタイプ（型番：SMA-LR-PC 同等品） 

 ＲＦ出力 標準（正弦波） 

 出力オプション（５Ｖ－ＴＴＬ／３．３Ｖ－ＴＴＬ／ＬＶＤＳ［＋］ 

       ／正弦波２出力［０度］） 

 

（５）Ｊ５：ＳＭＡ－Ｌタイプ（型番：SMA-LR-PC 同等品） 

 出力オプション（ＬＶＤＳ［－］／正弦波２出力［９０度］） 

 

（６）ＬＥＤ 

 ＰＬＬのロック状態を表示します 

 ロック＝点灯／アンロック＝点滅 
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６．位相雑音 (代表値) 

  測定条件 : 正弦波出力(標準仕様)／内部ＴＣＸＯ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■使用上のご注意 

(1) 電源はリップルの少ない電源をご使用ください。スイッチング電源を使用する場合は

十分なノイズフィルタを使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本マニュアルの記載事項は予告なく変更する場合がございます。 

・本マニュアルの一部または全部を当社に無断で転載または複製することを禁じます。 

・使用者が事故などによる損害が生じた場合当社では一切の責任を負いません。 

・本資料の記載内容は工業所有権その他権利の実施に対する保証または実施権の許諾を行うも

のではございません。 

・本マニュアル記載の回路等の使用に起因する第三者の工業所有権に関して当社ではその責任

を負いません。                         株式会社ディエステクノロジー 

 


